
部分払い

―

　　 監督員の指示による。

津市上下水道事業局　一志事業所

有

前　金

美杉下太郎生浄水場空気圧縮機取替修繕

令 和 ２ 年 度

水一水施第２－６号

　 　　修繕仕様は特記以外は三重県公共工事共通仕様書及び
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令和２年度

 修 繕 場 所

 修　繕  名

 設 計 金 額  ￥ 円
（内消費税等相当額￥ 円） 検 算 者

 工       期 限 り

担　　当

設 計 者

　　　修　 繕　  の　　大　 　要

美杉下太郎生浄水場空気圧縮機取替修繕

空気圧縮機取替                1式

担当参事

所　長

上下水道事
業管理者

局  長

　　修 繕 設 計 書水一水施第２－６号

地内

 原水及び浄水費

 営業費用

津市　　美杉町太郎生

 水道事業費用

支 出 科 目

款

項

目

令和3年3月26日

担当副主幹

担当主幹
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修繕箇所

美杉下太郎生浄水場

位　置　図

令和２年度水一水施第２－６号
美杉下太郎生浄水場空気圧縮機取替修繕

一
級
河

川
名

張
川



　 　内　　訳　　表

費　目 工　種 種　別 細　別 数量 単位 単　価 金　額

本修繕費 1 式

機器費 1 式 １号明細表のとおり

計

（機器費）

直接修繕費

材料費 1 式 ２号明細表のとおり

労務費 1 式 ３号明細表のとおり

直接経費 1 式 ４号明細表のとおり

計

（直接修繕費）

間接修繕費

共通仮設費 1 式

現場管理費 1 式

据付間接費 1 式

（技術者）

計

（間接修繕費）

計

（据付修繕原価）

修繕原価

一般管理費等 1 式

摘     要
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　 　内　　訳　　表

費　目 工　種 種　別 細　別 数量 単位 単　価 金　額

スクラップ控除額 1 式 ５号明細表のとおり

計

（修繕価格）

消費税等相当額 1 式

本修繕費計

摘     要
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１　 号 　　明　　細　　表

種　別 細　別 材　料 形状寸法 数量 単位 単　価 金  額

機器費 1 式

1 台

計

摘     要

空気圧縮機
200Ｖ　0.83 　76Ｌ/min
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２　 号 　　明　　細　　表

種　別 細　別 材　料 形状寸法 数量 単位 単　価 金  額 　　　　　　摘     要

材料費 1 式

2 個

1 個

1 個

1 式

1 巻

1 式

1 式

5 ｍ

5 ｍ

4 ｍ

1 式

計

エアー配
管材料

SUSネジコミエルボ
1/2

ワンタッチ式エアー
用ネジ部1/2エルボ

電気材料 CV3.5sq-3C

エアーホース圧力
1.0MPA　黒

ARケミカルセッター

SUSズン切リボル
ト・ナット・ワッ

シャ

SUS両ネジニップル
1/4

SUSネジコミブッシ
ング

1/2×1/4

CVV1.25sq-2C

電線フレキ22.28
コネクタ

端子等
（消耗品含む）

補助材料費
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３　 号 　　明　　細　　表

種　別 細　別 材　料 形状寸法 数量 単位 単　価 金  額 　　　　　　摘     要

労務費

空気圧縮機 機械設備据付工 人

据付・撤去

普通作業員 人

設備機械工 人

配線 電工 人

据付・撤去

配管工 配管工 人

据付・撤去

計
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４　 号 　　明　　細　　表

種　別 細　別 材　料 形状寸法 数量 単位 単　価 金  額 　　　　　　摘     要

直接経費 1 式

1 式

計

機械経費 (率分）
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５　 号 　　明　　細　　表

種　別 細　別 材　料 形状寸法 数量 単位 単　価 金  額 　　　　　　摘     要

現場発生品（スクラップ）・処分控除額 1 式

ｔ

計

故銑Bスクラップ
撤去金属
部品1式
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第１章  一 般 仕 様 書 

 

第１節 一般事項 

 本仕様書は、令和２年度 水一水施第２－６号 美杉下太郎生浄水場空気圧縮機取替修繕

に適用する。 

 

１ 適用法令 

       建設業法、水道法、消防法、計量法、労働基準法、労働安全衛生法 

建築基準法、三重県公共工事共通仕様書、 日本産業規格（JIS）、 

日本水道協会発行水道工事標準仕様書、廃棄物処理及び清掃に関する法律  

 

          電気事業法、電気用品取締法、内線規程   

          日本電気協会内線規定、電気規格調査会規格（JEC）           

          日本電気工業会標準（JEM）、日本電線工業会標準規格（JCS） 

          日本蓄電池工業会規格（SBA）、日本照明器具工業会規格（JIL） 

          電気設備に関する技術基準を定める法令  

           

          ※上記に記載なきものは、公共建築工事標準仕様書（機械設備工事編）（国土

交通省大臣官房官庁営繕部）、公共建築工事標準仕様書(電気設備工事編)（国

土交通省大臣官房官庁営繕部）による。 

                  

           その他関係法令、条例、規格等 

 

２ 軽微な変更 

      軽微な変更については本市の監督員の指示によるものとする。 

      本仕様書及び図面に明記してないものでも、設備の機能、保安及び法規上必要なも

のはすべて受注者の負担で完備するものとする。 

 

３ 機器等の保管 

     修繕竣工までの機器等の保管・保護は受注者の責任とする。なお、保管場所につい

ては、本市の監督員の指示によること。 

 

４ 既設工作物の損傷 

      修繕の施工において、既設の建築物・その他に損傷を与えた場合は、受注者の負担

において速やかに原形に復旧すること。 

 

５ 工事カルテの作成･登録 

受注金額が５００万円以上の工事については、三重県公共工事共通仕様書に基づき、

受注・変更・完了・訂正時に工事実績情報として「工事カルテ」を作成し、監督員の

確認を受けたうえ、契約後、土曜日、日曜日、祝日等を除き、１５日以内に、また、

登録内容の変更時は変更があった日から土曜日、日曜日、祝日等を除き、１５日以内

に、完了時は工事完了後、土曜日、日曜日、祝日等を除き１５日以内に、訂正時は適

宜登録機関に登録申請しなければならない。 

 

６ 環境配慮 

      津市は環境負荷の低減に努力しているので、修繕の施工に当たっては、この取り組
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みに従い、環境に悪影響を与えることのなきよう配慮すること。 

７ 排出ガス対策型建設機械の使用 

本修繕において、仕様書に明示する建設機械は、排出ガス対策型建設機械指定要領

に基づき国土交通省で指定された建設機械を使用するものとする。なお、排出ガス対

策型機械に代えて、国土交通省で認定された排出ガス浄化装置を装着した建設機械に

ついても、排出ガス対策型と同等とみなすものとする。排出ガス対策型建設機械を使

用する場合は、施工計画書（三重県公共工事共通仕様書1-1-5施工計画書（4）指定機

械）の中で、（1）機種、（2）メーカー名、（3）型式、（4）台数等を記載するもの

とする。なお、排出ガス対策型建設機械を使用しない場合は、設計変更の対象とする。

ただし、機械損料に差額のない機種についてはこの限りではない。 

 

８ 産業廃棄物の処理 

   本修繕には産業廃棄物税相当分が計上されていないため、受注者が本年度に課税対象

となった場合には、翌年度の４月１日から８月３１日までの間に、別に定める様式に産

業廃棄物税納税証明書等を添付して、当該修繕の発注者に対して、支払い請求を行うも

のとする。 

       

９ 現場の管理 

       受注者は現地修繕開始とともに現場代理人及び主任技術者（監理技術者が必要な

場合は監理技術者）を現地に常駐させ、修繕の進捗と安全管理、火災、盗難、その

他の事故防止に十分な注意を払い、労働災害の防止に努めるものとする。月に延べ

４時間以上の安全講習を実施すること。また、常に整理・清掃を実施し、修繕完了

に際しては、施工場所の清掃を実施するものとする。 

       現場代理人、監理技術者、主任技術者（下請負を含む）及び元請負の専門技術者

（専任している場合のみ）は、修繕現場内において、修繕名、工期、所属会社名、及

 び社印、顔写真の入った名札を着用するものとする。 

      事故・災害が発生した場合は、ただちに本市監督員に報告すること。 

 
 

        〈名札見本〉    主任（監理）技術者   
   

 氏 名  ○○ ○○ 

 修繕名  ○○○○○○修繕 

 工 期  自○○年○○月○○日 

         至○○年○○月○○日 

 会 社  ○○○○株式会社 (印) 

  (写真) 

 

 2×3cm程度 

 

 

              （サイズは名刺サイズ以上とし、所属会社の社印入りとする。） 

 

10 交通誘導員の配置 

   受注者は、修繕期間中の安全管理のために必要に応じて交通誘導員を配置させ、安全対策

について万全を期すること。 

 

 11 写真管理 

      (1)写真の分類 

           ・修繕完成写真帳 

               修繕の主要部を、同位置から着工前・施工中・完成の３種類の撮影したもの。 

           ・修繕施工写真 

               ①現場施工写真 

13



 

               ②材料検収写真 

      (2)写真の撮影基準 

           ・ 提出写真はカラーのサービスサイズとし、不可視になる部分は特に注意

して撮影すること。また、デジタルカメラ使用の場合は、国土交通省「デ

ジタル写真管理情報基準（案）」に基づいて行うものとする。 

・ 写真には、下記の項目を記載した小黒板を被写体とともに写し込むこと。 

①修繕名 

               ②発注者名（ 津市上下水道事業管理者 ） 

               ③施工部名                           

               ④施工内容（工種・機材名、寸法、使用機械の能力等） 

               ⑤受注者名                           

 

12 提出書類 

      下記の書類を提出するものとする。サイズはＡ４とする。 

(1) 修繕着手時に提出するもの（契約日から７日以内） 

・修繕着手届       １ 部 

・工程表       １ 部 

・現場代理人及び主任（監理）技術者選任届   １ 部 

・工事カルテ受領書の写し（必要な場合）   １ 部 

・環境管理に係る配慮事項確認書（７５０万円以上）  １ 部 

・「建設工事に係る資源の再資源化等に関する法律」 

       に基づく計画書、実施書等（５００万円以上）  １ 部 

(2) 竣工時に提出するもの 

・完成報告書       １ 部 

・修繕写真帳          １ 部 

・修繕完成写真帳      １ 部 

・その他必要な書類   

 

 14 試験及び検査 

      (1)工場検査の試験事項は、立会日の１０日以前に書類により提出すること。     

        また、公的機関やこれに準ずる機関の証明書等によって成績が確認できる場 

        合は、本市監督員の指示により省略することができる。 

      (2)工場検査の結果は、写真等を添付し、迅速に書類にて監督員に報告すること。 

      (3)試験検査に必要な計器等は、受注者で準備するものとする。 

 

 15 竣工 

      (1)施設等の引き渡し 

        本修繕で施工した設備・機器・施設等の引き渡しは、関係官庁署の試験及び検

査に合格した後とする。 

      (2)技術指導 

           完成施設等の使用に先立ち、各機器の操作技術について講習会を実施し、必

要な資料の提出をすること。 

      (3)予備品 

           施設等の維持に必要な予備品を必要量つけること。 

 

 16 前金支払い 

        請負代金の額が１３０万円以上の契約において、受注者が公共工事の前払保証事業に関
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する法律に規定する保証事業会社の保証を明示した場合で、市が必要と認めたときは、契約

金額の１０分の４以内で、かつ当該支出予算の範囲内で前払いするものとする。 

     

17 疑義 

      (1)本仕様及び添付図面等の内容について不明な点がある場合は、本市監督員の説

明を受けること。 

      (2)その他の疑義についても、すべて本市監督員の指示によるものとする。 
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第２章  特記仕様書 

 

第１節 修繕の概要 

   本修繕は、美杉下太郎生浄水場に設置している空気圧縮機の取替をして、試運転調整

までを行うものです。 

 

修繕内容 

１ 空気圧縮機取替（機器調整含む）。 

２ 取替完了後、動作確認を実施すること。 

 

第２節 諸元 

  空気圧縮機 （パッケージ形エアコンプレッサ エアドライヤ内臓） 

   吐出し空気量   ７６Ｌ/min       

   最高圧力     ０．８３Ｍｐａ       

  空気タンク 

   最高使用圧力   １．０８Ｍｐａ 

   容積       ２５  

  電動機 

   出力       ０．７５ＫＷ 

   電圧       ２００Ｖ 

   電流       ３．４Ａ 

  ドライヤ 

   冷凍式エアドライヤ 

   形式       ＡＤＫ－２２Ｔ２ 

   圧力露点     １０℃ 

  付属品       １式（ボルト、配管等） 

 

第３節 材料 

  空気圧縮機 １台   

   

第４節 機器の運転確認 

   空気圧縮機取替完了後、機器の運転状況の確認を行うとともに、その結果を書面にて

提出するものとする。 

 

第５節 修繕の留意事項 

 １ 本修繕は、当浄水場の通常の施設運用を継続しながらの施工となるため、市の監督員

と綿密な打ち合わせを行い、施設の運転に支障が無きよう留意するものとする。 

 ２ 施工計画に基づき、作業の安全と確実性を図ること。 
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 ３ 原則として、土、日曜日、祝祭日は休工とする。 

 ４ 現場施工期間中においては、周辺環境配慮し、修繕場所に修繕名、工期、発注者、受注

者、連絡先等を記載した掲示を行うこと。 

 ５ 撤去部品、材料、残材については、受注者において法令等に基づいた適正な処分を行

うものとする。（フロンガス処分も含まれるため、第一種フロン類充填回収業者に依頼

する事） 

  ６ 水道法施行規則第１６条による健康診断の結果（検便、赤痢・チフス菌・パラチフ

ス菌・サルモネラ菌・Ｏ１５７）を提出すること。 
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第３章  産業廃棄物収集運搬車への表示・書面据付について 
  産業廃棄物の収集運搬に係る表示及び書面据付を行うものとする。 

 

 ● 産業廃棄物（特別管理産業廃棄物）収集運搬業者の表示例 
 

 

 

 

    4.9 cm以上      産業廃棄物収集運搬車 

 

 

 

    3.2 cm以上      氏名又は名称 

 

 

    3.2 cm以上      許可番号 第〇〇〇〇〇〇号 

 

 

 

 

 

 ● 排出業者が自ら収集運搬する場合の表示例 
 

 

 

 

    4.9 cm以上      産業廃棄物収集運搬車 

 

 

 

    3.2 cm以上      氏名又は名称 

 

 

 

 

 

表示方法に関する注意事項 

  ・車両の両側面（車体の外側）の見やすい位置にわかりやすいように表示すること。 

・表示は車体に直接塗装するか、プレートを車体に鋲で固定することが望ましい。やむを得ずス

テッカー、はめ込みプレート、マグネットにより着脱が可能な方法で表示を行う場合、ステッ

カー等の素材には、風雨に耐えられるものを使用すること。また、走行中に破損したり、車体

から外れたり、他者に容易に取り外されないようにすること。 

・文字・数字には、車体・ステッカー等の色を考慮し、識別しやすい色を用いること。また、風

雨でかすれたり、容易に書き換えられないようにすること。汚れ等が付着した場合は、ただち

に取り除くこと。 

産業廃棄物の収集または運搬用に供する運搬車である旨の

表記・140ポイント以上の大きさの文字 

許可業者の氏名または名称（許可証記載のとおり）・90ポイ

ント以上の大きさの文字 

統一許可番号（下6桁）・90ポイント以上の大きさの文字 

（１）JIS Z 8305で規定されている大きさ 

  1ポイント＝0.3514ｍｍ 

許可業者の氏名または名称（許可証記載のとおり）・90ポイ

ント以上の大きさの文字 

産業廃棄物の収集または運搬用に供する運搬車である旨の

表記・140ポイント以上の大きさの文字 

（１）JIS Z 8305で規定されている大きさ 

  1ポイント＝0.3514ｍｍ 

（２）JIS Z 8305で規定されている大きさを１ｍｍ単位で四捨五入した数値。 
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